
「転倒・転落」後の初期対応フローチャート

・転倒・転落発見時は、「チェック1」→「チェック2」→「チェック3」と、緊急性の高い症状から評価する。
・平日日中と平日夜間・休日のルートを別々に記す。
・報告先の欄には、自施設での医師の報告先（主治医、病棟担当医、当直医など）、看護師の報告先（病棟師長、リーダー看護師など）をそれぞれ記入する。
・【　　　　　　】内には、要否の判断をする医師を記入する。
・右側の＜状態観察の継続＞の欄の（　　　）内は、自施設での状態観察の頻度に合わせて記入する。
・頭部CT検査で異常所見がない場合でも、その後に硬膜下血腫などによる急変が予測されるので、厳重な経過観察を行うことや、意識レベルの観察頻度や観察時期について医師に確認することを明記しておくとよい。

「転倒・転落」後の初期対応フローチャート作成・活用のポイント

「転倒・転落」発生
★チェック1、2、3の過程で適宜、バイタルサイン測定や転倒・転落時の状況確認（いつ・どこで・どのようになったのか）を行う

★チェック1
①意識レベルの低下、②麻痺、
③瞳孔異常、④呼吸状態の異常、
⑤嘔気・嘔吐はあるか

安静保持、誤嚥予防 患部の観察、局所安静頭部裂傷があれば
止血・圧迫

★チェック2
①頭部裂傷、
②頭痛はあるか

★チェック3
①四肢の変形・腫脹、可動制限、
②頭痛はあるか

あり ありあり

なしなし なし

＜状態観察の継続＞＊
・バイタルサイン
・意識レベル
・疼痛部位の確認
・安静時痛の有無
・打撲部の確認
★最低（      ）時間ごと
  の観察
★患者によっては医師
  の指示に従う

報告先

報告先

＜家族への連絡＞

報告先報告先報告先報告先報告先

平日日中

CT所見あり CT検査不要またはCT所見なし CT所見あり CT検査不要またはCT所見なし

平日夜間・休日 平日日中 平日夜間・休日 平日日中 平日夜間・休日

「平日日中」は      【                                】が
「平日夜間・休日」は【                                】が
  頭部CT検査の要否を判断

「平日日中」は       【                                   】が
「平日夜間・休日」は【                                   】が
  頭部CT検査および脳外科への診察依頼の要否を判断

「平日日中」は       【                        】が
「平日夜間・休日」は【                        】が
  整形外科への診察依頼の要否を判断
  →整形外科診察後は当該担当医師の指示
  　に従う

＊チェック1～3の所見が
出現した場合は、フロー
チャートに準じ対応する

整形外科
診療依頼不要

家族来院時報告＊＊

＊＊所見が出現した時点で該当フローに従う

＜家族への連絡＞
状況を報告し至急来院を依頼

＜家族への連絡＞
状況を報告し来院を依頼

厳重経過観察
特に意識レベルの観察頻度と観察時期を医師に確認（必要時脳外科へ診察依頼）

脳外科へ診察依頼


